
（別紙様式２） 

令和  年  月  日  

 

 

論  文  目  録 

 

 

氏  名     深江  太郎     

 

 

論   文 

  １．題 目 

 

   英語論文には、日本語論文題目を併記して下さい。 

   （例） Studies on Maritime Sciences 

      （海事科学に関する研究） 

 

  ２．印刷公表の方法及び時期 

 

 博士論文の主論文を記載下さい。主論文とは、申請者が主となって論文を作成し（第一

著者またはそれと同等と見なせる。）、学位論文の骨格を成す論文。 

    （例） 

（1）Fukae Taro, Kaiji Jiro, and Kobe Saburo: Basic studies on Maritime Sciences 

by the T/S Fukae Maru, 日本航海学会論文集、第200号、100-110, 2005. 

（2）深江太郎、海事次郎、神戸三郎：練習船深江丸航海システムを用いた海事科学

に関する研究、日本システム工学会誌、第100号、50-60、2006. 

（3）深江太郎、神戸三郎、川崎四郎：練習船深江丸機関システムを用いた海事科学

に関する研究、日本マリンエンジニアリング学会誌、第150号、2007．（受理

済み。印刷中） 

 

  ３．冊 数         １   冊 

 

   

 参考論文 

（1）学位論文の骨格を構成する主論文ではないが、学位論文の内容と関係し参考として挙げる

論文。 

（2）論文目録に、参考論文として挙げる際には製本提出は要求されない。 


